




第28回全国女性消防団員活性化石川大会
令和5年11月16日（木）　於　いしかわ総合スポーツセンター

（17頁～23頁に掲載）



１　長崎県の紹介
　長崎県は、半島と人が住むおよそ70の島々
からなり、13市８町で構成される県の面積は
約4,100k㎡で、約128万人が生活しています。
　その位置は、九州の北西部にあって、壱岐
と対馬は、九州と大陸との間に飛び石のよう
に位置し、西方に五島列島が連なっています。
　長崎県のほとんどの市町が海に面してお
り、出入りの多い海岸線の総延長は、4,171㎞
にもおよび、その長さは、長崎と北海道を往
復する長さとほぼ同じで、北海道につぎ、全
国第２位の長さです。
　この長い海岸線は、日本海流（黒潮）から分
かれて日本海に抜ける、暖流の対馬海流に洗
われているため、冬は暖かく夏は涼しい、住
みやすい海洋性の気候をもたらしています。
　また、リアス式の海岸の美しい景観は、人々
の心をなごませるとともに、多くの観光客を
集めており、日本で最初に国立公園に指定さ
れた雲仙天草国立公園をはじめ、五島列島の
変化の多い海岸線や九十九島に代表される西
海国立公園、壱岐対馬国定公園、玄海国定公
園など、海の景色に恵まれています。

２　長崎県の消防団・消防本部と当協会の概要
　長崎県には、令和４年４月１日現在、21の
消防団に702の分団があり、18,123人の消防
団員と10の消防本部の1,725人の消防職員が、
県民の安全・安心のため、日夜、消防防災活

動に携わっています。
　長崎県消防協会は、昭和23年６月に設立、
平成25年４月に公益財団法人へ移行し、県知
事を総裁に推戴し、会長のもと、副会長４名、
常務理事１名、理事17名、評議員17名、監
事３名、顧問３名で構成されており、消防思
想の普及、消防技術の向上と消防活動の強化
及び消防団等の活性化を推進する公益目的事
業に加え、消防団員の福祉共済事業、互助事
業に携わっています。

３　当協会の活動
　協会では、防火防災意識の向上と防火防災
思想の普及を図り、消防団員の士気の高揚と
団結強化を推進するための事業として、６月
に消防団大会、９月に防火ポスターコンクー
ル、11月に消防殉職者慰霊祭を実施するとと
もに、消防団員の技術向上、体力を錬成する
ための健康増進・資質向上のための研修会等
の事業として、８月に２年に１度の県ポンプ
操法大会、11月に消防団員指導員研修、３月
に女性消防団員研修などを実施しています。
　また、消防団員の福祉共済事業のほか、県・
市町村・消防団員・民間の寄付により造成し
た福祉厚生事業基金を運用し、消防団員の弔
慰救済、育英などの互助事業を実施していま
す。そのほか、消防団員応援の店を県内各地
で、122店舗登録し、消防団員応援のための
優遇事業を実施しています。

巻 頭 言
「消防団を中核とした地域防災力の
充実・強化に向けて」

（公財）長崎県消防協会　会長　川上　清記
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４　大きな災害に見舞われてきた長崎県
　過去には大きな災害が起こっており、今か
ら65年前の昭和32年７月25日、諫早市を中
心とした地域に発生した梅雨前線による集中
豪雨「諫早大水害」では、南高来郡瑞穂村西郷
（現雲仙市瑞穂町）で24時間降水量が1,109mm
という驚異的な降水量を記録し、死者・行方
不明者は782人にのぼりました。
　40年前の昭和57年７月23日、長崎市を中
心とした地域に発生した梅雨前線による集中
豪雨「長崎大水害」では、西彼杵郡長与町で23
日午後８時までの１時間に187mmの雨量を
観測し、死者・行方不明者299名のうち、お
よそ９割にあたる262名が土石流や崖崩れに
よって被災しました。
　平成３年６月３日の雲仙普賢岳の噴火によ
る大火砕流では、死者・行方不明者は43人に
のぼり、その後、山腹や谷筋に堆積した火山
灰が降雨によってたびたび土石流を引き起こ
し、島原市、深江町（現南島原市）で多くの住
宅が土石流によって埋没、多くの方々が長期
の避難所生活を余儀なくさせられました。
　近年においても、「平成30年７月豪雨」や、
「令和３年８月の大雨災害」など、甚大な被害
を受けておりますが、その度に、全国から心
温まる多くのご支援をいただいており、たい
へん感謝しております。

５　今後の課題と対応
　現在、県および各市町において「消防団を
中核とした地域防災力の充実強化」を図るた
め、消防団活動充実強化対策を実施していま
す。
　人口減少が進む中、消防団員の減少が止ま
らないことが最大の課題であり、令和５年４
月１日現在では17,377人で、この１年で746
人の減少となっています。
　当協会では、県・市町と連携し、消防団員
の確保に向けた各種対策事業に取り組んでお
りますが、若年層向け勧誘促進策として全国
の効果的な消防団員の勧誘手法などについて
研究会を開催するとともに、消防団協力事業
所としている事業所を紹介し、消防団協力事
業所表示制度の普及、県民への理解促進を図
るために製作された動画や、勧誘促進のため
に製作された動画の活用のほか、地元サッ
カーチーム「V・ファーレン長崎」との連携に
よるイベント開催などにより、市町が実施す
る消防団員勧誘活動、加入促進策を支援して
います。

６　終わりに
　令和７年度は、長崎市において、第30回全
国女性消防団員活性化長崎大会を開催するこ
ととしています。全国から多くの消防団員の
方々が参加されることを心からお待ちしてお
ります。
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①　総出火件数は36,314件、前年より1,092件の増加
　令和４年（１月～12月）における総出火件数は、36,314件で、前年より1,092件（3.1%）増加しています。
火災種別では、建物火災が618件増加、林野火災が12件増加、車両火災が103件減少、船舶火災が15件増加、
航空機火災が２件増加、その他火災が548件増加しています。

②　総死者数は1,452人、前年より35人の増加
　火災による総死者数は、1,452人で、前年より35人（2.5%）増加しています。負傷者数は、5,750人で、 
前年より317人（5.8%）増加しています。

③　住宅火災による死者（放火自殺者等※を除く。）数は972人、前年より6人の増加
　住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）数は972人で、前年より６人（0.6%）増加しています。この
うち65歳以上の高齢者は731人で、前年より15人（2.1%）増加し、住宅火災による死者（放火自殺者等を除く。）
数の75.2%を占めています。
（※放火自殺（心中を含む。）者及び放火自殺巻き添え・放火殺人の犠牲者。以下同じ。）

④　出火原因として最も多いのは「たばこ」、次いで「たき火」
　総出火件数36,314件の出火原因別の内訳は、件数の多い順に、「たばこ」3,209件（8.8%）、「たき火」3,105件
（8.6%）、「こんろ」2,771件（7.6%）、「放火」2,242件（6.2%）、「電気機器」1,960件（5.4%）となっています。また、
「放火」及び「放火の疑い」を合わせると3,710件（10.2%）となっています。

　詳細は消防庁ホームページをご覧ください。（https://www.fdma.go.jp/pressrelease/statistics/）
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総務省消防庁　防災情報室
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日本消防会館改築のため、日本消防協会は、令和２年11月から都内新橋に仮事務所を設けてき
ましたが、令和６年夏から秋にかけて、他の入居消防関係団体とともに引越しをします。令和６
年のお正月は、新橋仮事務所での最後のお正月です。
新橋に引越してみますと、すぐ隣には、明治時代の新橋駅やホーム、記念資料館があり、地名

も「汐留」という、いかにも東京の海への最前線であったことがわかりましたし、新橋駅周辺を中
心として、一般サラリーマン向けのお安い、おいしそうな飲食店がたくさんあったりして、何だ
か面白い所です。
でも、この間は、たまたまコロナウイルス問題が大変な時でした。おいしそうなお店も大勢で

行きにくくなりましたし、日消にとって直接大きなダメージがありましたのは、ニッショーホー
ルの利用者大巾減でした。そもそもここに仮事務所を設けたのは、ヤクルトホールと称していた
550席のホールがありましたので、旧日消会館ホールのお客様には、こちらのホールを引続きご利
用頂いて、さらに新会館完成後の新ホールもご利用頂こうと思っていましたので、大打撃でした。
それはとも角、日本中さまざまな影響があり、消防もコロナ患者の救急搬送があるなど、大変

なことになりましたし、さらに、この時期には気象状況の変化が顕在化し、「線状降水帯」の発生に
よる局地的な大雨、これに伴う土石流等の災害が多発しました。気温もドンドン高くなり、令和
５年など、春秋がなくて、夏冬しかないといわれる程にもなりました。ロシア・ウクライナ戦争
やイスラエル・ハマスの争いなど大変気がかりな事態も発生しました。
そうした、いろいろと対応が必要な事態が次々に生じました。消防操法大会や少年消防クラブ

交流会など中止延期したり、規模を縮小したり、また定例の殉職者慰霊祭のように会場は無人状
態で開催したりなどしました。中止延期は残念でしたが、関係の方々にご尽力頂いて、何とか元
に戻りつつある状態にまでなってきています。この種のことについては、これからも注意しなが
ら対応しなければならないでしょう。
消防団員の減少傾向はかなり以前から気になる問題でありまして、そのことを意識しながらお

よそ20年近くも前に消防応援団を発足させて頂いたのですが、特にこの数年の減少は、かつて経
験したことがないものであり、このままでは、本当に我が国の消防体制がどんなことになるか大
変気がかりです。ある程度の中高年になると退団される方はおられますから退団者が増加し、一方、
若い人たちの入団が減少すれば全体として団員数が減少するというこの傾向がつづきますと、数
年後の消防体制はどうなるのか、このことを考えながら対応しなければなりません。令和６年完
成の新日本消防会館は、そのような面でも大いに活用しなければなりません。仮事務所最後のお
正月後もいろいろな課題があります。

日消の動き

新橋仮事務所での最後のお正月
（公財）日本消防協会　会長　秋本敏文
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１　はじめに

　この度、御船町消防団が第75回日本消防協
会定例表彰「特別表彰まとい」を受賞しました。
　この栄えある受賞は、本町消防団が昭和30
年に発足し、今年で68年目を迎える中で、こ
れまでご尽力いただいた先輩方や現役で活動
している団員達の功績が認められ、消防団と
してこのうえない喜びであり、大変うれしく
思います。
　本受賞は、消防団員のみならず、消防関係
者や団員の家族、地域の皆さま方のご理解と
ご協力のおかげであり、深く感謝申し上げます。

定例表彰式

　また、今回の受賞を記念して町に受賞記念
祝賀会を計画していただき、多くの方にご参
加いただき、多くの激励のお言葉を賜りました。
　今回の受賞に慢心することなく、他の消防
団の見本となるよう、今後も先輩方から受け
継がれてきた伝統を継承し、町民の皆さまの
生命・身体・財産を守るため、消防活動によ
り一層尽力して参ります。

２　御船町の紹介

　本町は、熊本市の東南16.6kmに位置し、
東西約20km、南北10kmに広がり、総面積
99.03k㎡を有しています。
　町の西部から中央部は、一級河川緑川の中
流部に注ぐ御船川や矢形川の両岸に広がる標
高10m前後の平坦地、町の東部は、阿蘇郡と
の境に標高500m前後の山々が連なる山間地
帯となっています。
　気候は、内陸的な気象を示し、年平均気温
は16.8℃で、降水量は年間2,826mm前後、梅
雨期の６～７月が多く、特に梅雨末期には集
中豪雨が発生し、大きな災害を引き起こすこ
ともあります。
　交通面については、九州縦貫自動車道や九
州中央自動車道、国道443号、国道445号が

特別表彰「まとい」を受賞して

「御船町の安全と安心を目指して」「御船町の安全と安心を目指して」

熊本県　御船町消防団　団長　榊　建一

受賞記念祝賀会榊団長と藤木正幸町長
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　平成28年４月に発生した熊本地震の際に
は、地域住民の安否確認や避難広報および誘
導、避難支援、避難所での焚き出し、災害対
策本部への情報提供など、団員も自らが被災
しているのにも関わらず、地域住民のために
昼夜にわたり活動しました。その結果、倒壊
した家屋から１名の方を救出することができ
ました。これは、普段から地域のことを良く
理解している消防団員だからこそ、救出する
ことができたのではないかと思います。この
ような危険を伴う現場も多くありましたが、
22日間にわたり延べ2,374人の団員が活動を
行い、地域のために貢献しました。
　このような活動の経験を踏まえ、今後も御
船町の安全安心を守るため日々の消防活動に
取り組んで参ります。

５　おわりに

　今回の受賞は、これまでの消防団員一人一
人が積み重ねてきた活動が認められたもので
あり、消防団員にとってとても励みになりま
した。この受賞を励みに今後も消防活動によ
り一層尽力して参ります。
　また、全国的に消防団員の減少が問題と
なっていますが、本町も例外ではなく、年々
減少傾向にあるため、新たな団員の獲得に向
けてさまざまな活動に取り組んで参ります。
　最後に、特別表彰まといの受賞にあたり、
日本消防協会をはじめ、熊本県消防協会なら
びにご支援いただいている地域の皆さまに深
く感謝を申し上げ、受賞の挨拶とさせていた
だきます。

主要な道路となっており、大きな特徴として、
御船インターチェンジ、小池高山インター
チェンジ、上野吉無田インターチェンジと３
箇所のインターチェンジが立地しており、広
域交流の拠点として交通アクセスに優れた町
となっています。
　また、本町は日本で初めて肉食恐竜の化石
が発見されたことから、「恐竜の町」として知
られており、恐竜の全身骨格標本などが展示
されている恐竜博物館を有し多くの観光客が
訪れているほか、近年は、コストコ熊本御船
倉庫店をはじめとしたさまざまな事業所を誘
致しており賑わいを見せています。

３　御船町消防団の紹介

　御船町消防団は８分団（27班）350名（女性
消防隊を含む）と機能別団員130名で構成され
ており、それぞれの分団に小型動力ポンプ付
積載車を配備しています。
　平常時は、毎月１回の正副団長・分団長会
議を実施しており、消防団活動をよりよくす
るための協議や各種行事の確認などを行って
います。
　また、有事の際に直ちに活動できるよう積
載車や小型動力ポンプ、消防水利の点検を随
時実施しています。
　災害時は、消防団本部（団長・副団長３名）
指揮の下、消防署と連携し、町民の安全安心
のため、消火活動や救助活動を行っています。

４　御船町消防団の活動

　御船町消防団は、消防団全体で行う非常呼
集訓練をはじめとしたさまざまな訓練を行っ
ているほか、各分団毎に独自で訓練を実施す
るなど常に備えており、災害が発生した際に
は直ちに出動できるよう取り組んでいます。
　特に近年は、自然災害が全国各地で激甚化
しており、本町も熊本地震をはじめ、毎年の
ように起こる豪雨災害など、住民の生命・身体・
財産を守るため、消防団の役割は地域にとっ
て、より重要になっていると感じております。

出初式
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１　東みよし町の紹介
　東みよし町は平成18年３月１日に三好
町と三加茂町の２町が合併し、新たに誕
生しました。町の中心には雄大な吉野川
が流れており、北は讃岐山脈、南は四国
山地の急峻な山々に囲まれ、水と緑に恵
まれた豊かな自然を有しています。また、
まちの中央部にはスマートインターチェ
ンジを併設した「吉野川ハイウェイオアシ
ス」を備えており、中四国圏域や近畿圏域
との欠かせない交流連携の拠点となって
います。豊かな自然と文化を感じられる
まちであるとともに、商業施設や医療機
関などをはじめとした住環境も整ってお
り、子供から高齢者に至る多世代にとっ
て住みやすいまちです。
　伝統的に木材加工業が盛んで、浴衣な
ど和装にかかせない桐下駄の生産量は年
間7万足で全国一を誇ります。近年では世
界最薄水準の木材加工技術0.1ミリの樹の
紙を商品化し、内装材の壁紙や、ブック
カバー、折り紙、名刺等として販売して
います。畜産業や農業も盛んであり、世
界でムスリム（イスラム教徒）の人口が増
加している中で、ハラル認証を取得し、
マレーシアやインドネシアに向けて和牛
の輸出を行っており、東南アジアへの和
牛輸出のパイオニアとして、日本をけん
引する企業もあります。イチゴ生産が盛
んで、吉野川沿いの平地で冬イチゴ、平
野部から車で30分程度にある標高1,000ｍ

の水の丸高原で夏イチゴが生産されてお
り、イチゴの周年栽培がおこなわれてい
ます。
　また、東みよし町には、「加茂の大ク
ス」、「美濃田の淵」に代表される自然、体
験観光、歴史文化の見どころが盛りだく
さんです。のんびり自然を楽しんだり、
田舎暮らしを味わったり、地域の人や文
化に触れたりすることができます。ぜひ
お越しいただき豊かな恵みをご堪能くだ
さい。

２　東みよし町消防団の紹介
　東みよし町消防団は、平成18年３月に
三好町、三加茂町の２つの消防団が合併
し、本団と17分団で発足しました。362名
の団員で組織され、うち５名の女性消防
団員が機能別消防団員として活動してい
ます。本団指令車１台、消防ポンプ車６台、
小型動力ポンプ積載車23台を配備し、住
民の安心安全に寄与しています。
　徳島県消防操法大会では過去にポンプ
車の部及び小型ポンプの部で優勝経験が
あり、令和４年大会ではでポンプ車の部
で準優勝、次回は悲願の全国大会出場を
目指しています。
　消防団員の減少が課題となっています
が、団員報酬の改善や活動服の更新を行
うなど町と協力して団員確保対策に取り
組んでいます。

徳 島 県
東みよし町消防団　団長　河野　良雄

「ちょうどええ　 
ほなけん　住んどる」 
住みよいわが町を守る
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子どもたちにとっては学校で学ぶことの
できない活動の体験に協力することがで
きました。学校や子供たちからは好評を
得ることができ、また我々消防団員にとっ
ても今後の消防団活動に良い刺激となり
ました。

４　おわりに
　近年は、災害の様相も変わり、社会環
境にも変化が見られるなど「新たな災害環
境」となっています。消防団に求められる
役割はより多くなっていますが活動の歩
みを止めることはできません。消防団員
の確保など多くの課題を抱えていますが、
地域住民の期待に応えられるよう日々の
点検、訓練はもちろんのこと、消防団員
一致団結して消防団活動に取り組み、住
みよいわが町を守っていきます。

３　東みよし町消防団の活動
　春には新分団役員等を対象とした辞令
交付式を行い、消防の基本である礼式訓
練にも力を注いでいます。春、秋の火災
予防運動期間には各分団一斉に消火栓等
の水利点検を実施し、本団と常備消防本
部による防火広報を行いながらの巡視を
行います。夏には商工会が主催する花火
大会における警戒警備に就き、来場者の
皆さんの楽しい思い出作りのお手伝いを
するなど地域貢献も行っています。防災
の日である９月１日には災害時の非常通
信を円滑に行うことを目的として無線通
信訓練を実施し、大規模災害へ備えるこ
とも忘れていません。年末には12月26日
から４日間、年末警戒を実施し、各分団
により管轄地域の巡回巡視を行います。
年始には伝統行事である出初式を挙行し、
気持ちを新たに消防団活動の推進と１年
の無火災無災害を誓います。
　また、通年で町内の各小中学校や自主
防災組織の行う防災研修などに参加し、
防災啓発、防災学習の取組を積極的に推
進しています。昨年度は徳島県と連携し、
「消防団１日体験」を実施し、小中学生を
対象にハザードマップを利用した防災学
習、資器材の説明、礼式訓練体験、ホー
ス延長訓練、操法訓練の披露を行うなど、

東みよし防災フェスティバル2023

令和５年出初式
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１　安中市の概要
　安中市は、平成18年３月に旧安中市と
松井田町が新設合併して誕生しました。
群馬県の西部に位置し、西は長野県軽井
沢町と接しています。人口は、５万５千
人余りで、総面積は276.31k㎡になります。
古くは東山道、近世には中山道の宿場、
関所が置かれるなど交通の要衝であり、
現在も市内に新幹線駅１駅、高速道路IC
２カ所と立地条件に恵まれ交通・輸送の
要所として栄えています。
　また、磯部温泉や旧碓氷峠など恵まれ
た環境を活かした観光事業や交通の便を
利点とした商・工業の充実などにより、
市の一層の発展・飛躍を期待されています。

２　安中市消防団の紹介
　安中市消防団は、１本団、14地区分団、
ラッパ隊で組織されており、令和５年４
月１日現在508名の団員で活動していま
す。減少傾向にある消防団員を補完する
ため「機能別消防団員制度」を活用し、現
在、消防団OBを中心に43名が機能別消
防団員として活躍しています。
　また、消防分団詰所34カ所、消防分団
車両35台（消防ポンプ自動車20台・小型
動力ポンプ積載車15台）を配備し、災害出
場に備えています。

群 馬 県

「地域に愛される
安中市消防団を目指して」

安中市消防団　団長　萩原　哲也

YouTube　QRコード
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消防ポンプ運用研修会の様子

　また、安中市消防団の活動力の向上を
目指し、女性消防団員を対象とした礼式
訓練、放水訓練を実施しました。本訓練は、
女性消防団員の意見や要望を受けて企画
したもので、今年度が初めての実施とな
ります。

女性消防団員を対象とした訓練

４　おわりに
　新型コロナウイルス感染症の位置づけ
が「５類感染症」になり、通常通りの水防
訓練や秋季点検などの行事が行えるよう
になりました。
　消防団員は、地域防災の中核として欠
くことの出来ない代替性のない存在であ
るとされており、地域防災力向上のため
に常に先頭に立って邁進し、市民のより
一層の安心・安全の確保に努力しなけれ
ばなりません。
　今後も、団員の士気の高揚を図り、また、
防災行動力を高め、「自らの地域は自ら守
る」という精神に基づき、全団員が一丸と
なって活動していきたいと考えています。

３　消防団の活動
　安中市消防団では、４月の辞令交付式
に始まり、５月には出水期に当たり消防
団員の士気高揚と技術能力の向上を図る
ことを目的に、基本結索、応急担架作り、
三角巾止血法、心肺蘇生法、チェーンソー
取扱いなどを行う水防訓練を実施してい
ます。７月には消防団の機関員を対象に、
消防ポンプに対する知識をより深め、ポ
ンプ運用技術の習熟を図るため、消防ポ
ンプ運用研修会を実施しています。今年
度においては、消防団員入団促進に向け
た消防団PR動画として、活動風景や団員
インタビューが撮影され、県の動画発信
情報サイト「tsulunos ～群馬県公式～」で
配信されました。

水防訓練の様子

　10月には火災防御体制の強化、社会公
共の安全と安心に資することを目的に、
観閲及び姿勢・服装の点検、機械・器具
の点検、部隊訓練、ポンプ操法訓練、ラッ
パ吹奏、分列行進などを行う消防隊秋季
点検を実施しています。また、火災予防
活動として、春季・秋季の火災予防運動、
年末特別警戒を行い、消防団車両により
巡回広報等を実施し、火災予防意識の啓
発に努めています。教育訓練では、新入
団員研修会や幹部研修会、群馬県消防学
校への計画的な入校など団員育成を行っ
ています。
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１　鳥羽市の紹介
　鳥羽市は、三重県南東部、志摩半島の
北東端に位置し、面積は107.34k㎡で市域
には４つの有人離島があります。また、
市全体が伊勢志摩国立公園に指定されて
おり、観光業と水産業が盛んな風光明媚
な街です。

２　鳥羽市消防団の紹介
　鳥羽市消防団は昭和29年11月町村合併
で１町７ケ村（鳥羽町・加茂村・長岡村・
鏡浦村・桃取村・答志村・菅島村・神島村）
が合併し鳥羽市となり、旧町村消防団も
合併して鳥羽市消防団が発足しました。
現在９分団29部で構成されており条例定
数490名で団員数は令和５年９月２日時点
で444名です。車両は、小型動力ポンプ積
載車23台、消防車６台を配備し災害に備
えています。

　有人離島にも消防団があり、４島に５
分団が配置されています。離島には常備
消防がない事から有事の際の初動活動を
消防団が担っています。

３　消防団の活動
　鳥羽市消防団の活動は年間を通じて行
われており、１月の消防出初式から始ま
り、４月の春季訓練においては新入団員
に対する初任者研修や現団員への基礎訓
練を行い夏季訓練、秋季訓練では操法や
各種災害に対応した訓練を行っています。
また、火災予防運動期間には各分団で火
災防ぎょ訓練を行い、一部では常備消防
と連携し訓練を行う事で連携強化に努め
ています。
　一昨年度、昨年度は新型コロナウイル
ス感染症が流行し、市内においても多数
の方が感染しました。その為消防団とし

三 重 県

「地域に根付いた消防団 
～災害に強いまちづくり
の基本を目指して～」

鳥羽市消防団　団長　押田　幸隆

常備消防と連携した訓練の様子
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や動画を踏まえながら危険と感じた事や
事前に行った活動等の報告がありました。
市内で被害がなかった分団からも多くの
団員が参加し、情報共有を図ることがで
きました。

４　おわりに
　近年は異常気象によるゲリラ豪雨の発
生等災害は多種多様となり、市民の安全
を確保する消防団活動への期待は年々大
きくなっています。しかし、その一方で
高齢化と過疎化が進んでいることにより、
団員の高年齢化や団員数の減少がありま
す。今まで以上に新入団員の加入促進を
強化し、地域防災の強化に努めなければ
なりません。常備消防との連携を深め様々
な技術、知識を向上させ、地域に根付い
た消防団活動を通じ災害に強いまちづく
りの基本になりたいと考えます。

ての訓練も中止や規模縮小等となる事が
多く思うような訓練が実施できませんで
した。しかし、前項でもご説明したおり、
離島にあっては消防団員が常備消防にか
わり活動を行っています。救急事案では
患者を港まで搬送したり、ドクターヘリ
離着陸の支援活動を行っています。その
ため救急活動を行う消防団員が二次感染
しないように消防署員指導のもと感染防
止衣着脱訓練を行いました。他にも今年
度鳥羽市内において観測史上最大となる
24時間で490.5ミリの雨量を観測しました。
この大雨で人的被害こそなかったものの、
市内各地で浸水や土砂崩れ等がみられ夜
通しで排水作業を行った分団もありまし
た。その経験を多くの団員に知ってもら
うことが安全な消防団活動に繋がると考
え、災害対応を指揮した分団長から活動
報告会を実施し、大雨当日の様子を写真

感染防止衣の着脱要領訓練の様子

活動報告会の様子
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３　音楽隊の活動
　隊員は現在29名（男性13名、女性16名）
で構成され、防火・防災の啓発活動及び
消防団活動のPRを目的として、保育園や
福祉施設、商業施設を訪問しての演奏活
動などを行っています。また、子ども達
により消防団を身近に感じてもらうため、
定期演奏会では市内の中学校とコラボ
レーションしています。約80名の中学生
と行う大合奏は圧巻のステージです。
　新たな取り組みとして、令和５年伊那市
出初式に合わせて行った「消防フェスタ」で
は、多くの来場者に演奏を披露し、防火・
防災・消防団をPRすることできました。
　音楽隊は、平成元年に有志によって設
立され、平成18年に機能分団へ格上げさ
れました。演奏を通じた広報活動に限定
しており、災害等への出動はありません。
演奏する曲目は、行進曲・クラシック・

１　伊那市の紹介
　伊那市は、人口が令和５年９月現在
65,564人、長野県の南部に位置し、東に南
アルプス、西に中央アルプスという二つ
のアルプスに抱かれ、南アルプス国立公
園を中心とするユネスコエコパーク・日
本ジオパークのほか、「天下第一の桜」と称
される高遠城址公園の桜、「信州そば発祥
の地」に由来する高遠そばなどの観光資源
があります。

２　伊那市消防団について
　伊那市消防団は、団員数789名（男性766
人、女性23人）、１本部３方面隊11分団
１機能分団の組織構成で、近年は消防団
が持続可能な組織であり続けるために、
団員が活動しやすい環境整備や行事の見
直しなど、様々な取り組みを実施してい
ます。

シンフォニー
「伊那市消防団音楽隊の活動について」
～演奏活動を通した防火・防災の広報活動～

（長野県）

伊那市消防団音楽隊　隊員　田村　千尋

消防フェスタ
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　練習では、プライベートとの両立が大
変なこともありますが、同じ志を持った
仲間と演奏を通して、地域に役立つ活動
ができることを嬉しく思っています。
５　コロナ禍を乗り越えて未来へ
　コロナ禍では、約３年間活動が制限さ
れてしまい、それをきっかけに音楽隊を
離れる隊員もいました。しかしながら、
コロナ禍においても演奏を収録して、地
元ケーブルテレビ局で放送したりと、ア
イディアを出し合いながら、できる活動
を行ってきました。放送した演奏動画は、
伊那市消防団音楽隊のホームページに掲
載してあるので、是非ご覧ください。
　このような活動に合わせて地道にPRを
行ってきたこともあり、少しずつですが、
新入隊員が増えてきています。
　災害出動はありませんが、市民と消防
団を繋ぐ架け橋のような存在である私た
ちの演奏が、防火・防災への意識づけに
繋がるよう、また、それをきっかけによ
り多くの方に消防団を知ってもらえるよ
う今後も練習や活動に努めて参ります。
地域の未来に貢献できる音楽隊であり続
けるために。

映画音楽・ジャズ・ポピュラーなど多岐
にわたります。多くの方々に楽しんでい
ただきながら、市民と消防団との融和を
図り、地域に愛される音楽隊を目指し日々
練習を重ねています。

４　入団のきっかけ
　私は中学、高校と吹奏楽に打ち込んで
きたのですが、社会人になってからは音
楽から離れていました。そんな私が音楽
隊に入ったきっかけは、消防団に入団し
ている知人からの誘いでした。数年ブラ
ンクがあったので、少し戸惑いましたが、
自分の特技を生かしつつ地域のために活
動ができることを知り、「自分でもできる
ことがあるならやってみよう！」と入隊を
決めました。

保育園での演奏 市内中学生との定期演奏会

練習風景
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１　はじめに
　京田辺市は、京都府の南西部に位置し、
大阪府、奈良県との府県境にあり、東に
は木津川、西には生駒山系に連なる甘

かん

南
な

備
び

山
さん

が控える豊かな自然に囲まれたまち
です。古から交通の要衝として栄えた本
市は、南山城地方の行政、経済、文化の
中心として発展してきました。
　また、現在、大規模な宅地整備が終わり、
まちの成熟期を迎える本市にとって、「緑
豊かで健康な文化田園都市」を基本構想と
し、自然と調和し活気にあふれたまちづ
くりへと進行しています。

２　京田辺市消防団について
　京田辺市消防団は現在、坂本消防団長
以下265名、うち10名が女性団員で、１
本部５分団で構成し、「自分たちのまちは

自分たちで守る。」という郷土愛護精神の
もと活動しています。

３　女性団員の活動について
　女性団員の主な活動は、出初式や水防
訓練等における司会進行、消防ポンプ操
法訓練支援活動や、さらには、火災予防
啓発、応急手当講習会での指導など多種
多様に活動しているなか、近年、20年ぶ
りに復活した木樽演技に力を注いでいま
す。もともと、木樽演技を始めたきっか
けは、他の地域では実施していない演技
活動を通じて、より京田辺市消防団を知っ
てもらいたい、市民の方にとってより身
近な存在になることが必要であるとの思
いからです。まだまだ、消防団は男性を
中心とした組織のイメージで、女性の活
動を知らない方が多く、どんな活動を行っ

シンフォニー（京都府）

京田辺市消防団　団員　坂本　弥紀

「これからの女性消防団員の 
活躍について」

「たなフェス22」会場の様子
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イベントや行事では、少人数で感染予防
対策を徹底し、消防団員の勧誘促進や運
営支援など、消防団活動を通して地域社
会への貢献活動を行っていました。
　さらに、予防対策として、女性や子ど
もたちに対して火災予防の重要性を訴え、
地域の防火意識向上を高め、災害のない
まちづくりを目指しました。
　このようにコロナ禍においても、女性
消防団として役割を果たすことで存在を
示すことができたと思っています。

予防啓発活動の様子

５　これからの活動として
　アフターコロナ期において、目標とし
ては、女性団員を増やすことです。今、
私たちができること、それは女性が参加
したくなるような広報活動を行い、消防
団活動に興味を持ってもらうこと、また、
女性の能力や意見を発揮しやすい環境を
整備し、女性団員の存在が、女性や子ども、
高齢者に心理的な安心を与えることを発
信していきたいと思います。
　これからも、女性団員が一体となり、
地域社会における女性の存在を示して行
けますよう、まずは、木樽太鼓を通じ消
防団の活動を知ってもらい、私たち消防
団が地域の希望となり、人々の安心と笑
顔を届けられる存在となりますよう尽力
していきたいと思います。

ているのかを知ってもらうことが重要で
あると思います。
　演技訓練は、９月から12月にかけ、週
３回、仕事や学校を終えてから夜間、講
師を招き訓練を行っていました。初めは、
色々指摘され、なかなか合わなかった演
技も、みんなの気持ちをぶつける事で合
うようになり、演目を完成させることで
団結力が芽生え充実感を得ることができ
ました。
　初めて披露した京田辺市民まつりでは、
緊張で頭が真っ白になりましたが、大勢
の市民の方々で大盛況のうちに終えるこ
とができ、この活動を行ったことで、地
域に貢献しているような気持ちになった
のが、今では良い思い出です。

フェスでの演技の様子

４　コロナ禍における女性消防団
　2020年１月以降、新型コロナウイルス
感染症拡大にともない、外出制限やイベ
ントの中止などにより活動の制約を受け
ました。これにより定期的な練習や訓練、
地域でのイベントや啓発活動が難しくな
り、また、消防団の活動に参加する女性
メンバー自身も、感染リスクや家族への
感染リスクなどを考慮し、活動の自粛を
余儀なくされました。
　一方で、制約を受けるなか開催された
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　令和５年11月16日（木）、石川県金沢市のいしかわ総合スポーツセンターにおいて、第28回全
国女性消防団員活性化石川大会を開催し、全国から約3,000名の女性消防団員等関係者の方々が参
加しました。
　全国女性消防団員活性化大会は、全国の女性消防団員が一堂に集い、日頃の活動やその成果を
紹介するとともに、意見交換を通じて連携を深めることにより、女性消防団員の活動をより一層
活性化させることを目的として毎年開催しています。
　第28回全国女性消防団員活性化石川大会は「ようこそ 石川へ 百万石の花と咲け！ 輝く女性消
防団」をテーマに掲げ、午前の部では全国の女性団員による防火防災啓発劇や事例等の発表を、午
後の部では日本消防協会秋本会長がコーディネーターを務め活動事例発表や女性消防団員との
ディスカッションが行われました。
　昨年度は新型コロナウイルス感染症対策として中止となった情報交流会も今大会は４年ぶりの
開催となり、石川県の様々な郷土芸能を披露していただき、地域を越えての交流が図られ活気に
溢れる大会となりました。

第28回全国女性消防団員活性化石川大会
を開催

（公財）日本消防協会

開 　 　 場

大 会 概 要
１　大会名称
　「第28回全国女性消防団員活性化石川大会」
２　大会テーマ
　『ようこそ 石川へ 百万石の花と咲け！ 輝く女性消防団』
３　開催日
　　令和５年11月16日（木）
４　開催場所
　【活性化大会会場】
　　いしかわ総合スポーツセンター（石川県金沢市稚日野北222番地）
　【情報交流会会場】
　　ホテル金沢（石川県金沢市堀川新町１番１号）
５　主催
　　総務省消防庁
　　公益財団法人　日本消防協会
　　公益財団法人　石川県消防協会
　　第28回全国女性消防団員活性化石川大会実行委員会
６　共催
　　石川県・金沢市

大会プログラム
 8：30 開場
 9：30 ウエルカムコンサート（石川県内合同消防音楽隊）
10：00 開会式
10：35 さまざまな活動発表（５団体）
11：55 アトラクション 
 加賀鳶梯子登り（加賀とびはしご登り保存会） 
 女性和太鼓演奏（DIA＋） 
 のっティ体操消防団ver（野々市市消防団）
12：45 記念講演　特別対談 
 お笑いタレント山田邦子×石川県知事　馳浩 
 「女性団員を含めた女性活躍社会」
13：45 事例発表及びシンポジウム 
 「女性団員の現状とこれから」
15：25 閉会式
15：50 閉会

会場の様子
いしかわ総合スポーツセンター

ウエルカムコンサート
石川県内合同消防音楽隊
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大会旗入場
小松市消防団　吉本　佐知子さん
志賀町消防団　的場　　尚恵さん
七尾市消防団　山吹　　風香さん

開会宣言
輪島市消防団

前江田　美江子さん

主催者挨拶
総務省消防庁　原　邦彰長官

主催者挨拶
　公益財団法人日本消防協会　秋本　敏文会長

主催者挨拶
公益財団法人石川県消防協会　鍋谷　有介会長

開催地知事挨拶
石川県　馳　浩知事

開催地市長挨拶
金沢市　村山　卓市長

司会進行
金沢市第三消防団　北川　清美さん
内 灘 町 消 防 団　濱江　裕子さん
野々市市消防団　小林　真紀さん

開 会 式
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大阪府女性消防団　《おおさか救命体操》
2014年心肺蘇生法の手順を覚えるため、曲に動作を付け、「おおさか救命体操」を作りました。
ステージでは40人を超える大阪府の女性消防団員で救命体操を披露していただきました。

山口県　山口市消防団
　《パネルシアター「けんちゃんまりちゃん」と防災ダンス「さるさるサンバ」》

地震をテーマにした手作りのパネルシアターの発表と「さるさるサンバ」という防災ダンスを使って、 
地震や火事の時の身を守るポーズを紹介していただきました。

大分県　大分市消防団
《大分市オリジナル防災紙芝居（シルルとミルルのおおいたさいがいサーチ）》

大分市の災害リスクにあった独自の防災紙芝居を作成したものです。幼稚園の子供たちが災害を知らない 
シルルとミルルを通じて一緒に災害について学べるような様々な工夫がなされていました。

防火防災啓発劇
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石川県　小松市消防団　釣川　久子さん
《豪雨災害の経験を機に取り組んでいる「女性分団の出前講座」》

令和４年８月に発生した小松豪雨災害時に何もすることができなかった。その経験から取り組み始めた 
町内の自主防災訓練等での「女性分団の出前講座」の活動内容を発表していただきました。

和歌山県　和歌山市消防団　加藤　麻友香さん　《ペット防災について》
消防団員として活躍する傍ら普段は動物看護師として働いており、東日本大震災で多くのペットが命を落としてしまったこと

を教訓とし、注目を集めるペット防災について発表していただきました。

アトラクション

加賀とびはしご登り保存会
《加賀鳶梯子登り》

DIA＋
《女性和太鼓演奏》

野々市市消防団第5分団
《のっティ体操消防団Ver》
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記 念 講 演

テーマ：女性団員を含めた女性活躍社会

シンポジウム（事例発表とパネルディスカッション）

テーマ：女性団員の現状とこれから

特別対談《山田邦子さんと馳浩知事》

　お笑いタレント山田邦子さんをゲストに迎
え、石川県馳浩知事と対談を行いました。山田
邦子さんからは消防応援団としての活動につい
てや女性消防団員への思い、馳知事からは石川
県の魅力や女性活躍社会の推進についてなどが
語られ、最後は山田邦子さんから女性消防団員
に対する激励メッセージをいただきました。

　（公財）日本消防協会秋本敏文会長がコーディ
ネーターとなり、テーマを《女性団員の現状とこ
れから》と題して、色々な取り組みや課題の経験
談を交えて全国各地で消防・防災分野で活躍する
女性消防団員とともに、意見交換をしました。
　冒頭、シンポジウムに先駆けてコーディネー
ターの秋本会長から挨拶、パネリストの紹介及び
シンポジウム進行について説明があった後、大仙
市消防団一色順子さんの『コロナ禍で見つけた！
私たちの新たな消防団活動「リユースグッズ大作
戦！」』と題した発表を、次いで赤羽消防団東海林
さくらさんの『消防団とジェンダー観―男性社会

における女性消防団員―』の発表を行っていただ
きました。
　（公財）沖縄県消防協会久高清美会長やパネリ
ストをはじめ会場からも、女性消防団員の今後
の活動について日頃から考えていることなどが
発言され、とても活発な議論が行われました。

パネリスト
（公財）沖縄県消防協会　会長 久高　　清美さん　
石 川 県　小松市消防団 釣川　　久子さん　
和歌山県　和歌山市消防団 加藤　　麻友香さん
秋 田 県　大仙市消防団 一色　　順子さん　
東 京 都　赤羽消防団 東海林　さくらさん

コーディネーター
（公財）日本消防協会 秋本敏文会長

一色　順子さん 東海林　さくらさん

秋本敏文会長久高　清美さん
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閉 会 式

大会宣言
ようこそ石川へ
　全国から女性消防団員が、百万石の文化が根付くここ金
沢に集い、様々な地域で輝く女性消防団員の姿を共有し、
皆様との絆を深め合いました。
　今、全国各地では大きな災害が後を絶ちませんが、本日
ここにいる女性消防団員が集まれば、百人百色それぞれの
力を合わせて、何があっても乗り越えられます。
　私たちは、各地で色とりどりの個性を咲かせ、地域防災
という同じ志を持つ仲間たちと共にひとつの大きな花束の
ような力となり、私たちの大切な人々の暮らしや命を守っ
ていくことを宣言します。

お礼の言葉

　本日は多くのご来賓の方々のご臨席のもと、全国各地よ
り女性消防団員の皆様にご参加をいただき、第28回全国女
性消防団員活性化石川大会をこのように盛大に開催できま
したことを、心から感謝申し上げます。
　また、近年は全国的に自然災害が相次いでおり、石川県
では今年５月に奥能登地震、７月には記録的豪雨による大
きな災害が発生し、その際には全国の皆様から暖かい励ま
しやご支援をいただき、大きな支えとなりました。併せて
感謝申し上げます。
　私たちは、この意義ある大会を通じて、全国の女性消防
団員と交流を深め、同じ志を持つ仲間とともに、大切な家
族や地域の安心・安全を守る一員として、これからも消防団活動の活性化と地域防災力の充実強
化に邁進してまいります。
　結びに、この大会の開催にご尽力いただきました総務省消防庁、公益財団法人日本消防協会を
はじめ、関係者の皆様に深く感謝申し上げますとともに、この大会の更なる発展とご参加いただ
きました皆様のご健勝ご活躍を心から祈念し、お礼の言葉といたします。ありがとうございました。

大会宣言
加賀市消防団　南　香名さん

お礼の言葉
珠洲市消防団　洲﨑　普美代さん

大会旗引継
石川県消防協会　鍋谷有介会長　→　日本消防協会　秋本敏文会長　→　栃木県消防協会　古山大功会長
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次期開催地　歓迎メッセージ披露
第29回全国女性消防団員活性化とちぎ大会

《とち乙女♡から広げよう！未来を担う地域防災の力》
令和６年９月19日（木）ライトキューブ宇都宮

次期開催地代表挨拶
栃木県消防協会　古山　大功会長

閉会宣言
能美市消防団　濵谷　千晴さん

会 場 風 景

情 報 交 流 会
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１　はじめに
　７月７日（金）から７月10日（月）にかけて、対馬海峡付近に停滞する梅雨前線に暖かく湿った空
気の流れ込みが続いた影響で、九州北部地方では前線の活動が活発となり、広い範囲で大雨とな
りました。
　特に10日未明から昼前にかけて線状降水帯が発生し、福岡県や大分県では記録的な大雨となり
ました。久留米市でも記録的な大雨が降り続き、東部に位置する耳納山では24時間雨量で観測史
上最大となる402.5ｍｍの雨を観測するなど、市内各地に甚大な被害をもたらしました。
　今回の大雨災害により被災された皆様に心よりお見舞いを申し上げます。

２　久留米市の位置と地勢
　久留米市は、福岡県の南西部に位置する人口約30万人の中核都市で、市の北東部から西部にか
けて九州一の大河「筑後川」が貫流しています。市では、この筑後川に注ぐ支流の川が溢れる内水
氾濫が各地で頻発しており、平成30年以降４年連続で５回の水害に見舞われていました。また、
筑後川に沿って南側を耳納山、高良山などの山々が連なっており、山間部では土砂災害警戒区域
の指定箇所も数多く存在しています。

３　久留米市消防団の概要
　久留米市消防団は、平成17年の市町村合併時において、久留米市、田主丸町、北野町、城島町
及び三潴町の消防団をそれぞれ引き継いでいましたが、平成22年４月１日に再編統合し、１団１
本部７支団43個分団５部にて編成された団員定数1,587名の組織となっています。各分団は、原則
小学校校区ごとに、30名の団員及び車両を配置する体制としていますが、校区の面積や人口規模
などの地域の実情を考慮し、一部の分団には部を配置しています。

４　久留米市消防団の活動
　７月10日０時34分に大雨警報が発令されると、団員は災害活動に備えるため格納庫待機を開始
しました。市は増水した筑後川の水が支流へ逆流するのを防ぐため、市内20カ所ある水門等の閉
鎖を随時行います。久留米市消防団では、水門閉鎖に伴い急速に内水氾濫の危険性が高まるため、
地域住民への広報活動をその都度実施しました。また、率先して管内警戒巡視を行い、被害状況
を把握するとともに災害対策本部へ危険個所の情報提供を実施しました。さらには、警戒レベル
３以上に引き上げられると、避難所開設に伴う避難広報活動を実施しました。
　７月10日７時35分、市内全域に警戒レベル５「緊急安全確保」が発令されると、各地で浸水被害

令和５年７月の豪雨に伴う 
久留米市消防団の活動について

福岡県久留米市消防団　団長　古賀　誠一

災害報告
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が多発し、付近住民からの土のう積みの依頼が多数寄せられ対応に追われました。このほか浸水
常襲地域では、常備消防と連携してのボートによる救助活動や、住民の避難誘導、交通整理等、
多岐にわたる活動を実施しました。ボートによる救助では、５つの校区で計８件活動を行い、28
名の住民を救助しました。
　また、雨が上がった後も、水分を多く含み地盤が緩い危険な状態が続いたことから、土砂災害
警戒区域を管轄する分団については、７月25日（火）まで定期的な管内警戒巡視を継続するなど、
今回の大雨では、以前と比べても活動が長期にわたるものとなりました。

〇　活動人員
　　延べ1,986名（７月10日～25日）

〇　災害活動状況

事案項目 件　数 備　考

救 助 活 動
（ボート救助）

 ８件 ５校区合計
※28名を救助

救助活動支援  １件 1校区

土 の う 積 み 31件 12校区合計

避 難 誘 導 13件 ７校区合計

通 行 止 め  ８件 ５校区合計

交 通 整 理  ３件 ２校区合計

警備（安全措置）  ２件 ２校区合計

合 計 66件

高良内町の被災状況 大橋町の浸水状況
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田主丸町（竹野地区）の土石流被害 善導寺町の国道210号線冠水状況

梅満町のボート救助の様子 山本町の道路陥没の状況

５　消防団施設等の被害
　10日９時15分、耳納山観測所の１時間最大雨量が、観測史上最大の91.5ｍｍを記録しました。
山間部の各地で土砂崩れが発生し、特に田主丸町の竹野地区では、広範囲に土石流が流れ込み、
20棟以上の家屋が損害を受けました。
　また、土石流は第28分団（竹野校区）の格納庫にも直撃し、壁には流木によって大きな穴が開き、
中にあったポンプ車は土砂に飲まれ、走行不能となる被害が発生しました。
　当時、格納庫内には、待機していた団員も多数おりましたが、轟音に気づき格納庫の裏口から
避難したことで、最悪の事態だけは免れました。
　このほか、他分団でも格納庫の床上浸水１件、床下浸水１件及びポンプ車の浸水等による被害
が２件発生し、消防団の施設等だけでも被害は甚大なものとなりました。
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第28分団格納庫の被災状況

土砂が流入した車庫内のポンプ車

６　市内の被害状況（令和５年８月29日現在）

人 的 被 害
７名

（死者２名、重傷２名、中等症３名）

住 宅 被 害 2,503棟　（うち床上浸水　947棟）

道 路 被 害 457カ所　

河 川 被 害 348カ所　

土 砂 被 害 25カ所　

農産物及び施設・機械被害
36.2億円
976.5ha

７　おわりに
　久留米市では、近年頻発する豪雨災害等の度に、常備消防と連携を図りながら、浸水常襲地域
での活動計画を作成するなど対策を講じてきましたが、今回の大雨災害では土石流が発生し、死
傷者も出るなど大きな爪痕を残しました。
　しかし、その中でも団員は、過去の活動で得た経験を活かして臨機応変に対応し、被害を最小
限に食い止めるべく懸命に活動を行いました。
　近年の災害は、大規模化・激甚化しておりますが、管内住民の生命、身体、財産を守るべく、
今後も各種訓練をはじめとする消防団活動に取り組んで参ります。
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「令和５年梅雨前線及び台風第２号による大雨」
における海南市消防団の活動について

和歌山県海南市消防団　団長　岡室　孝明

災害報告
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１　はじめに
　令和５年６月１日から３日にかけて、西日本に梅雨前線が停滞し、前線に向かって台風２号周
辺の暖かく湿った空気が流れ込んだため大気の状態が非常に不安定になり和歌山県では記録的な
大雨となりました。
　２日には、和歌山県で線状降水帯が発生し、海南市では、時間最大雨量は69㎜、総雨量は
390mmを超える地点があり、このため市内の全ての河川で増水し、氾濫危険水位を越え、越水等
により氾濫し、床上・床下浸水や道路の冠水など多くの被害が発生しました。
　改めて、この度の大雨で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

２　海南市の位置と地勢
　海南市は和歌山県の北西部に位置し、平成17年４月１日に旧海南市と旧下津町が合併し誕生し
た市で、人口は約47,000人、面積101.06k㎡の市です。市の北半分は丘陵地で比較的なだらかであ
るが、南半分は長峰山脈と藤白山脈 を控え、山岳に覆われている。緑豊かな自然が豊富で、西は
紀伊水道に面し、美しい海を見渡すことができます。
　黒潮の影響により四季を通し比較的温暖な気候に恵まれていることから、みかん、びわ、桃の
栽培が盛んで、紀伊水道に臨む沿岸部ではシラス・ハモ・ワカメなど海の幸にも恵まれています。

３　海南市消防団の概要
　海南市消防団は、１団本部・４方面隊・15分団で構成されており、令和５年11月１日現在の実
員は671名（条例定数733名）で活動しています。
　消防車両はポンプ車８台、小型動力ポンプ付積載車42台、小型ポンプ６台を各分団に配置し、
安心の町を目指し団員一丸となり災害に備えています。
　令和４年度には、消防職団員合同で洪水・高潮等に備え、有事の際には迅速的確に水防活動が
行えるよう、土のうの作成・積土のう工法等の水防工法訓練を実施し水害対応能力の向上に努め
ています。

４　海南市消防団の活動・被害状況
　消防団としての活動を開始したのは、６月２日11時10分に土砂災害警戒情報が発令されたこと
により、消防本部からの消防団長に対する出動要請を受け、消防団長指揮のもと各分団が水防団
として巡回警戒活動を開始しました。
  11時から12時の1時間には時間雨量が60mmを超える大雨が降り、床上浸水等の通報が多数入電
したため、各分団において積土のう工法を実施し、被害の軽減に努めました。また、浸水した保育
施設から避難困難な状態の園児及び保護者等を避難させました。さらに、住居浸水による不安者や
高齢者・一人暮らし住民の同居していない家族からの安否確認依頼についての調査活動を行いました。
　冠水により道路と側溝の見分けが付かなくなった箇所にて、二次災害防止のための迂回路への
車両誘導を行いました。
　雨が止んだ6月4日には、浸水したマンション地下駐車場の排水作業を行いました。



ボートでの救出状況 住宅敷地内への土砂流入

加茂川の氾濫 沖野々地区の土砂崩れ

大東地区の浸水状況 内海地区の浸水状況

５　おわりに
　今回、今までに経験したことのない災害を
経験し、地域住民の安否確認は地域に密着し
ている消防団だからこそスムーズに行うこと
ができ、消防団が担う責任と地域防災におけ
る重要性を痛感しました。
　近い将来発生が予想される南海トラフ地震
や今回のような自然災害に備え、地域防災の
中核的な役割を担わなくてはなりません。さ
まざまな災害に対応できるよう日々訓練に励
み、団員一丸となって元気・ふれあい・安心
のまちを目指していく所存であります。 中野上地区の浸水状況 国道42号線の冠水状況

＜活動状況＞
水防活動 延べ260人
　河川被害調査、土のう積み、 
　巡回警戒、道路警戒　 242人　

　避難支援活動 11人
　排水作業 7人

＜被害状況＞
人的被害 軽傷３人
住家被害
　全　　壊 1件
　床上浸水 457件
　床下浸水 960件
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令和５年秋の叙勲・褒章受章者を発表
総務省消防庁

◇秋の叙勲（消防関係）
　令和５年秋の叙勲（消防関係）受章者は598名で、勲章別内訳は次のとおりです。

　　　　　　　　　　　　　瑞宝小綬章　　　　　３３名
　　　　　　　　　　　　　旭日双光章　　　　　　６名
　　　　　　　　　　　　　瑞宝双光章　　　　　５１名
　　　　　　　　　　　　　瑞宝単光章　　　　５０８名

　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　　５９８名

　受章者は、永年にわたり国民の生命、身体及び財産を火災等の災害から防御するとともに消防
力の強化、充実に尽力され、消防の発展に貢献し、社会公共の福祉の増進に寄与された方々です。

◇秋の褒章（消防関係）
　令和５年秋の褒章（消防関係）受章者は99名で、褒章別内訳は次のとおりです。
 
　　　　　　　　　　　　　紅綬褒章　　　　　　　３名
　　　　　　　　　　　　　黄綬褒章　　　　　　　７名
　　　　　　　　　　　　　藍綬褒章　　　　　　８９名

　　　　　　　　　　　　　　 計 　　　　　　　９９名

　受章者のうち、
①　紅綬褒章は、災害現場等において、自己の危険を顧みず人命救助に尽力した者
② 　黄綬褒章は、永年にわたり消防機器の研究開発及び製造販売業務や消防設備保守業務等に精
励するとともに、業界の発展に大きく寄与した者

③ 　藍綬褒章は、消防団員や女性防火クラブ員として永年にわたり消防防災活動に献身的に努力
し、消防の発展に大きく寄与した者を対象としています。
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令和 5年秋の叙勲受章者名簿（消防関係）
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令和 5年秋の褒章受章者名簿（消防関係）
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公益財団法人　日本消防協会
ホームページのご案内

　日本消防協会ホームページでは、各種案内をして
おります。
　また、各種共済制度や年金制度の申請様式をダウ
ンロードできますので、下記URLまたはQRコード
からホームページにアクセスしてください。

https://www.nissho.or.jp/
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う ち の 団 の P R

　東成瀬村は秋田県の東南端に位置し、東は奥羽山脈を境に岩手県と、南は宮城県と、北と西は
横手市、湯沢市と隣り合っています。村の面積は203.69k㎡であり、そのうち山林原野が93.9％、
平地が6.1％、村を縦断する河川（成瀬川）に沿って集落が形成されています。
　東成瀬村消防団は、３分団10部で組織されており、団員は会社勤務や自営業、農業などといっ
た生業をもつかたわら、火災をはじめ地震や風水害等の災害時においては村の防災の要として地
域を守るために活動しております。
　また、山に詳しい団員においては村の山岳遭難救助隊へ加入をお願いし、春のタケノコ採りや
秋のキノコ採りでの遭難者捜索救助活動もしております。
　さらに、実際の災害現場では消火活動や救助活動のみならず、負傷者の応急手当や搬送の付き
添い、心のケアなど女性の視点からの助力が必要と考え、平成29年に女性消防団を結成しました。
現在は11名が入団しており、村消防訓練大会の運営や救急救命講習の受講、秋田県消防協会湯沢
市雄勝郡支部と連携し、小中学校や保育園で防災教室を開催し災害時の行動について普及啓発な
どの活動をしております。
　東成瀬村消防団は、地域防災力の核を担う組織として「自分たちの村は自分たちが守る」という
精神の下に、今後も日々防災力の向上に努めてまいります。

秋田県　東成瀬村消防団

「自分たちの村は自分たちが守る」
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東成瀬村消防団　団員

髙谷　和道
　東成瀬村消防団からは髙谷和道団員を紹介しま
す。消防団員として活動するほか、山岳遭難救助隊、
猟友会にも属しており、髙谷さんが村内で経営して
いるグルメペンション「お山の大将」は、現役マタギ
が経営する絶品マタギ料理の宿ということで人気を
博しております。
　誠実で人情深く、まっすぐな性格のため、団員か
らの信頼も厚
く、若手団員
からは兄貴と
慕われている
髙谷さん。今
後ますますの
活躍が期待さ
れます。

秋

田

県

高崎市消防団東部方面隊第４分団　分団長

高桑　利夫
　高崎市消防団からは、髭がトレードマークの高桑分団長を紹介します。
　平成５年に入団、現在は分団長で組織する分団長会の会長を務めています。
　二十歳のころから地元神輿連合の団体に所属し、市内で行われる祭りの実施本部神輿部
門長を務めて祭りを盛り上げています。
　また、防犯委員としても約20年間活動
しており、消防団員として防犯委員とし
て、地域を見守る頼もしい存在で、今後
も様々な分野での活躍が期待されます。

群

馬

県

43 日本消防　2023.12



井手町消防団　副団長

大西　正晃
　京都府井手町消防団から大西正晃副団長を紹介します。大西さんは消防団歴27年のベテ
ラン消防団員であり、明治35年創業の株式会社大西商店の代表取締役で、飲料・ガス販売
や建設業等、幅広い事業を展開されており、平成30年からは新たにオーガニック商品の取
扱いも始められ、経営者と消防団員の両方の立場から、地域住民の健康増進と安心・安全
に活躍していただいております。

京

都

府

伊那市消防団西春近分団　班長

仲村　啓助
　伊那市消防団からは、西春近分団の仲村啓助班長を紹介します。
　市役所で市の魅力を内外に向けて発信するために、地域ブランドのコンセプト形成と推
進を担当し、地域の魅力向上に取り組む傍ら、江戸時代より始まったとされる、無形民俗
文化財に指定されている長谷地区の農村歌舞伎「中
尾歌舞伎」で役者として観客を楽しませながら、伝
統文化を継承しています。
　消防団には地域に貢献したいという思いから入
団して、地域のリーダーとして精力的に活動して
います。今後も様々な分野での活躍が期待されます。

長

野

県
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東みよし町消防団　副団長

逸見　和巳
　逸見副団長は自営業を営みながら、38年
余りの長きにわたり消防団で活動していま
す。普段は温厚な人柄で多くの団員に慕わ
れていますが、ひとたび災害が発生すると
現場へ急行し、熱い消防団魂で活動します。
　そんな副団長はもう一つ「バイクツーリ
ング」に熱い思いを持っています。気の合
う消防団仲間とともに走るバイクツーリン
グで身も心もリフレッシュしています。
　地域の安心安全のためこれからもよろし
くお願いします。

徳

島

県

野洲市消防団　兵主分団　班長

井狩　辰也
　野洲市消防団から兵主分団の井
狩辰也班長を紹介します。
　井狩班長は普段は滋賀県議会議
員として多忙な日々を送りなが
ら、地元では地域の防災リーダー
として消防団活動に従事していま
す。特に今年度は、小型ポンプ操
法の指揮者としてリーダーシップ
を発揮し、日々訓練に取り組み、
県大会に出場しました。見事、上
位入賞を果たし、自身の技能向上
と併せて、地域防災の重要性を再
認識したとのことです。
　今後も消防団活動、ポンプ操法
を通じて感じたことを活かして、
県政の防災リーダーとして更に活
躍されることを期待しています。

滋

賀

県
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小国町消防団　第５分団　副分団長

渡邊　孝治
　小国町消防団からは渡邊孝治副分団長を紹介します。
　熊本県の最北端に位置する小国町は、豊かな自然や地熱・温泉資源に恵まれ、 立温泉・
わいた温泉郷を中心とした観光業や農業が盛んな町となっています。
　渡邊副分団長は 立温泉で純和風旅館泉屋を営まれており、源泉かけ流しの温泉や、
立温泉ならではの蒸し風呂、渡邊副分団長の作る熊本の季節を感じられる料理が評判の温
泉旅館です。
　消防活動においても火災時の消火活動や災害時の避難誘導等、地元の安全安心のため
日々ご尽力いただいており、地域の方々から信頼される存在です。熊

本

県

長崎市消防団　梅香崎地区　第15分団　班長　

金山　千尋
　斜面市街地で活躍する長崎市消防団からは、女性消防団員として活動する金山千尋班長
を紹介します。
　金山班長は、20歳の時に、消防団の先輩である父や叔父の姿にあこがれて長崎市消防団
に入団し、子育てをしながら消防団活動に奮闘しています。
　また、昨年開催された長崎県消防ポンプ操法大会に１番員として出場し、男性顔負けの
活躍により準優勝の成績を収めました。今後も消防団活動のいろんな分野に挑戦し、これ
からの女性消防団員活動の場を更に広げることを期
待されています。長

崎

県
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秋田県「これまでの活動をふりかえって」

東成瀬村消防団 
団員

佐藤　勝也

　その後、実際の火災現場へ出動したことも
何度かありました。燃え盛る炎の中での消火
活動は当たり前ですが、訓練とはまるで違う
一刻を争う必死で懸命な作業で、日頃の訓練
がどれだけ身についているかがとても重要な
ことだと痛感させられました。そして山間部
地域においては、消防署から距離が離れてい
るがゆえに消防団による初期消火活動が火災
鎮火の大きな役割を担っていることも実感し
ました。
　村の訓練大会・小型ポンプ操法の部では、
出場10年目にして悲願の優勝を勝ち取ること
ができ、県大会へ進むという経験もしました。
運動が得意ではなく、緊張するとすぐ膝が震
えてしまうような自分がここまでやってこら
れたのは練習につきあってくださった団員や
消防署員の方々の丁寧な指導やサポート、応
援があったからこそです。そしてなによりも
根気よく見守り、励まし、導いてくれた第三
分団第三部の団員たちのおかげだと思います。
　そうした感謝の思いを胸に、これからも地
域のために少しでも役立てるよう、消防団活
動に取り組んでいきたいと思います。

　東成瀬村は秋田県南東部にあり、岩手県、
宮城県との県境に接し、奥羽山脈の麓にある
ことから、毎年２～３ｍの積雪に見舞われる
県内屈指の豪雪地域でもあります。
　私は神奈川県横浜市の出身で、32才の時に
秋田県の農業研修生に応募し、その研修終了
後、知り合いや縁者がいたわけではなかった
東成瀬村へと独りで移り住みました。今思い
返してみると、それはかなり無謀な行動で
あったと思いますが、地域の方々は快く受け
入れてくださり、様々な場面で私を助けてく
ださいました。
　そうしたこともあって、消防団員のなり手
が少ないため入ってもらえないだろうかとい
うお誘いを受けた際、少しでも地域のお役に
立てればという思いから、入団をしました。
　私の所属する第三分団第三部は当時10名ほ
どの在籍で、私は入団2年目から小型ポンプ
操法選手の2番員に選ばれ、一から手取り足
取りその動作を教わりました。その年に臨ん
だ村の消防訓練大会では緊張でなにがなんだ
か分からないままに競技が終わってしまい、
成績も奮いませんでしたが、大会に向けた
日々の練習を通じて団員との親睦も深まり、
地域の一員として少し認められたような気が
しました。
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